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１ 補助事業の概要 

（１）事業の目的 

新型コロナウイルス感染症の感染予防・拡大防止に努める中、さらなる感染防止策

を講じるため。 

 

（２）実施内容 

オゾン除菌器（https://www.yamashiro.or.jp/blog/） 

 

公益社団法人 JKA の「競輪とオートレースの補助事業」の「新型コロナウイルス感

染症の拡大防止策に対する緊急支援事業」に応募した。 

このたび、審査が通り、補助金にて、オゾン除菌脱臭器５台を購入した。 

コロナ感染予防策のひとつとして、施設内でご利用者様やご来園の方々が安心して

過ごしていただけるよう、ご利用者様が特に利用される場所である各作業室（３部屋）、

食堂、事務室に設置した。 

   使用については、常時電源を入れて空気を除菌している。通常のイオン大量放出機

による場合、室内無人下での使用に限定されるが、この除菌器は、イオン放出が微量

であり、常時発出しても、人体に無害である。また、室内の広さによって放出量を段

階設定できる。 

病院や救急車内での使用実績も多数あり、空気除菌・脱臭効果が大いに期待できる。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

～作業室①～            ～作業室②～ 

 

https://www.yamashiro.or.jp/blog/


（別紙５） 
 

 

 

２ 予想される事業実施効果 

施設のコロナ感染予防策として、ご利用者様はじめ、ご家族、ご来園者様に安心感

を持ってご来園いただける。事業実施の成果としては、ご利用者様の活動を安心して

広げる機会になる。また、施設運営の観点からも、きちんとした感染対策を行ってい

るという根拠に繋がる。 

今後も、施設にご来園された方には、機材について説明を行い、感染防止策ととも

に、本事業の認知、理解促進につとめたい。 

 

 

３ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： 社会福祉法人 山城福祉会 

（シャカイフクシホウジン ヤマシロフクシカイ） 

住   所： 〒６１１－００４１ 

京都府宇治市槇島町石橋１３番地６ 

代 表 者： 理事長 宮本 隆司（リジチョウ ミヤモト タカシ） 

担 当 部 署： 槇島福祉の園（マキシマフクシノソノ） 

担 当 者 名： 副施設長 廣田 知子（フクシセツチョウ ヒロタ トモコ） 

電 話 番 号： ０７７４－２０－８０６０ 

Ｆ Ａ Ｘ： ０７７４－２０－８０６１ 

Ｅ－ｍａｉｌ： makisima@plum.plala.or.jp    

Ｕ Ｒ Ｌ： https://yamashiro.or.jp 
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